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 本論文は、学習障害(以下、LDと略す)児のワーキングメモリ(作業記憶)を測定する新たな
 検査法を開発し、健常児およびLD児に実施したデータの比較を通して、これまで経験的に行なわ
 れてきたしD児に対する学習指導方法をワーキングメモリの制約パターンに基づいて体系化したも
 のである。
 論文は3部から構成され、第1部ではしD児に対する教育的支援の各国の実態および動向を比較
 した.第1章ではしDという障害分類が行政的に設けられているかどうかを基準に、その分類があ
 る米国と、分類がないオーストラリアを例にとり、日本との比較を行いながら、LD児に関する教
 育的支援の現状を把握した.第2章と第3章では、日本で現在行われているLD児への「通級によ
 る指導」の内容などを明らかにするため、全国の言語障害通級指導教室の教師を対象とする実態
 調査を行った.その結果、言語障害通級指導教室で指導を受けているLD児は通級児童全体の6.
 8%を占めており、r課題に取り組む意欲や自己有能感を高める内容」が指導内容として最も重視
 されていることが明らかになった。すなわち、Ll)の1次的障害に焦点を当てた指導より、2次的
 障害の軽減に重点をおいた指導が中心になっていることが分かった・第4章では縦断的な視点か
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 らLD児の実態を把握することを目的として、仙台市の言語障害通級指導教室で指導を受けた21
 名のLD児を対象として、2年間の追跡調査を行った.その結果、多くのしD児は行動や能力の様々
 な側面での発達は見られたが、相対評価による教科学習の習得状況では遅れが拡大する傾向を示
 した。
 第2部では、第1部で明らかになったLD児の指導の実態を踏まえながら、LD児の本質的障害
 と考えられるワーキングメモリの制約を評価するための方法を開発することに焦点を当てた。第
 5章では情報処理の段階別にLD児が示す記憶の困難について、特にワーキングメモリを中心に概
 観し、第6章ではワーキングメモリの個人差を測定するためのテストを開発する目的で、Swanson
 認知処理テスト(S-CPT)の日本語短縮版(JapaneseSholt-formoftheSwansollCognitive
 ProcessingTest;JS-CPT)を原著者との共同作業のもとに作成した.作成にあたっては原版の
 構造や基本的な手続きは変えないで、11の下位検査のうち、記銘材料の性質(言語的・視空間的)
 と検索条件(回想的・展望的)を基準にして4つの下位テストを選択した.JS-CPTの信頼性と妥
 当性を健常な小学生19名を対象として検証した結果、再検査信頼性とリーディングスパン・テス
 トとの併存的妥当性が確認された。第7章ではしD児との比較のための基礎データを得ることを目
 的として、JS-CPTを通常学級に在籍する142名に実施した。その結果、ワーキングメモリの得点
 は学年によって異なり、課題の種類にかかわらず、高学年のワーキングメモリの得点が低学年に
 比べて高い結果を示した.また、JS-CPTの結果をS-CPTの標準サンプルと比較した結果から、
 JS-CPTの外的妥当性が確認された.
 第3部では、LD児のワーキングメモリの制約の特徴を明らかにし、その特徴に基づいて学習指
 導方法を体系化することを試みた.第8章では、前章で得られた健常児のデータをもとに、通級
 指導教室に通う12名のLD児のワーキングメモリに関して検討した。健常児とLD児を小学校中
 学年と高学年に分けて各下位テスト別にそれぞれの得点を比較した結果、LD群はどちらの学年に
 おいても健常群に比べて成績が劣り、健常群、LD群ともに高学年は中学年に比べて成績が高いこ
 とが明らかになった.また、LD群は健常群に比べて全体的なワーキングメモリの遂行は劣ってい
 たが、ワーキングメモリの下位検査による個人内差が現れていること、その個人内差は知能検査
 成績や学力検査成績と関連があったことから、LD群をワーキングメモリの下位検査の個人内差に
 よって類型化することの可能性が示された.第9章では、LD児がよく示す学習上の困難と、それ
 に対する従来の学習指導方法をワーキングメモリの負荷を減らすという視点から再構成すること
 を通して、LD児のワーキングメモリの特徴に基づく体系的指導方法を提案した.また前章から得
 られたLD児のワーキングメモリの特徴を基にワーキングメモリの制約の類型化を試み、6つのタ
 イプごとに有効な指導方法を提案した。さらに、ワーキングメモリという側面から体系化された
 方法が、LD児を指導する上で効果的であるかどうかを言語障害通級指導教室での実践例を通して
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 考察した。小学校5年のLD男児を対象として、「読解力の向上」を指導目標とし、ワーキングメ
 モリになるべく負担をかけないことと、対象児にとって他の能力に比べて優れていた視空間的認
 知能力を利用することを基本方針として指導を進めた結果、20回の指導を通して読解の成績が向
 上しただけではなく、国語に対する学習意欲も高めることができた。
 論文審査の結果の要旨
 成人の脳損傷者に見られる失読(alexia)に対置させて、子どもの読字障害(dyslexia)が初めて
 記載されてから100年以上が経つ。今日では読字障害は学習障害(以下、LDとする)の中核的症
 状として位置づけられ、研究の中心も神経学から神経心理学、認知心理学、特殊教育学など多方
 面に拡大しつつある。一方で、わが国におけるLD児に対する教育的対応は米国等に比べて著しく
 遅れ、文部科学省によりしDという概念が定義され、通級による指導が開始されてから十年足らず
 の蓄積しかない。このような中で、ことばの教室など通級指導を行っている教育現場では、LD児
 の教育ニーズに応えるため理論に基づく体系的学習指導法の確立が急がれている.
 本論文は、わが国におけるLD児に対する教育的対応の実態が、LDの本質的障害(1次的障害)
 へのアプローチというより2次的障害としての情緒・対人関係に重点が置かれていることを指摘
 し、本質的障害の重要な1つとして仮定されているワーキングメモリ(作業記憶)の制約を取り
 上げ、その評価の道具として米国で定評のあるスワンソン認知処理テストの日本語短縮版を原著
 者らの協力の下に作成し、小学校3～6年生の健常児及びLD児にこれを実施して、ワーキングメ
 モリの制約パターンに基づくLD児の体系的学習指導法を提案したものである.
 本論文の新しさ及びユニークさは以下の3点である.第1に、全国の通級指導教室におけるLD
 児の実態及び指導の状況を明らかにした研究は、過去に情緒障害通級指導教室に関して行われた
 研究があるのみで、言語障害通級指導教室(ことばの教室)については初めてであったことがあ
 げられる.仙台市を初め、多くの地域では、言語障害通級指導教室がLD児に対する唯一の公的教
 育の場であることを考えると、その実態を明らかにした意義は大きい。第2に、これまでわが国
 では整備が遅れていたワーキングメモリを測定するためのテストを開発したことである。著者は、
 米国で定評のあるスワンソン認知処理テスト(S-CPT)の日本語短縮版(JS-CPT)を作成し、そ
 の信頼性と妥当性を検証した。わが国独自のテストではなく、あえて既存のテストの日本語短縮
 版を作成したのは、データの国際比較を容易にするためである.その前提としてS-CPT(の一部)
 とJS-CPTが同等であることが求められるが、筆者は原著者(Califomia大学Swanson教授)
 と綿密な検討を重ねた後、これを完成させた.第3に、LDは本来特徴が異なる異質な群の総称で
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 あることを踏まえ、ワーキングメモリの制約パターンからLD児を6つのサブグループに分類し、
 それぞれに適した学習指導法を提案したことである.これは新しい指導方法を考案したのではな
 く、従来用いられてきた指導法をワーキングメモリの負荷を軽減するという視点から再構成し、
 体系化したものである。その有効性は6ヶ月間にわたる通級指導教室における実践で確認された。
 JS-CPTは未だ改良の余地があること、また、提案された体系的指導法の検証も十分とは言いが
 たいことなど残された課題もあるが、本論文は、わが国におけるLD児の通級指導の問題点を明ら
 かにし、LD児のワーキングメモリを測定する新たなテストを開発し、その結果に基づいてLD児
 の特徴に応じた学習指導法を理論的視点から体系化したことは高く評価できる。よって、本論文
 は博士(教育学)の学位論文として合格と認める.
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